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問　財政室　☎７９２－９２０５平成２７年度 魚沼  市の歳入と歳出

　市税（市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・入湯
税）は、３９億７，６７３万円（対前年度比５，１６０万円減）
で歳入全体の１３．３％となっています。また、市の財政力に
応じて国から交付される地方交付税は、１２８億４，３９６万
円（同２，７１２万円減）で歳入全体の４２．９％を占めていま
す。次いで、市の借入金である市債が４０億９，４００万円（同
１５億３，８７０万円増）で１３．７％、前年度からの繰越金
が２３億２，９３４万円（同４億１，２１０万円増）で７．８％、
国からの補助金である国庫支出金が２１億４，７３６万円（同
２億８，７８１万円増）で７．２％となっています。
　市税や使用料など市が独自に収入できるお金（自主財源）は
歳入全体の２７．８％で、地方交付税、国・県からの補助金、
建設事業を実施するために借り入れる市債など、ほかから入っ
てくるお金（依存財源）は同じく７２．２％となっています。

ｗ

　皆さんが納めた税金や地 方交付税、国や県からの支
出金などの収入がどのくらい で、そのお金がどのように
使われたのかを表した「決算」 の内容をお知らせします。
　平成２７年度魚沼市一般 会計決算については、９月
定例議会で不認定とされま した。市としてはその手続
き等に不備はなく、適切な 決算として議会に提出した
ものであり、残念な結果と なりました。なお、決算の
不認定は、執行された予算 の効力に影響を与えるもの
ではありません。

自主財源は２７．８％    ８３億１，８４２万円

２９９億
２，７８９万円

前年度比５．１％増

1 ４億８，５８４万円　前年度より増額

２７６億
２，２７９万円

前年度比５．７％増

■
斎
場
建
設
事
業

９億１９４万円
新斎場の建築及び外構整備工事を
行い、12 月から供用開始しました。

■
小
・
中
学
校
施
設
整
備
事
業

５億２，１５２万円
安全で快適に学校活動が行えるよ
う、大規模改修工事を行いました。

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業

８億４，１１２万円
国の制度に基づき、障害のある人に
サービス等給付を行いました。

それ以外の主要事業（一般会計のみ）

■井口小学校建設事業　　　　　　　4 億 7,526 万円
■学校給食調理場再編・整備事業　　1 億 9,070 万円
■新病院開院準備支援事業　　　　　1 億 8,398 万円
■多面的機能支払交付金事業　　　　1 億 7,590 万円
■中山間地域等直接支払交付金事業　1 億 7,589 万円
■市道整備事業　　　　　　　　　　1 億 6,801 万円
■橋りょう長寿命化事業　　　　　　1 億 6,651 万円

自主財源
　27.8％

依存財源
　72.2％

地方交付税　42.9％
128 億 4,396 万円

市債　13.7％
40 億 9,400 万円

市税　13.3％
39 億 7,673 万円繰越金　7.8％

23 億 2,934 万円

使用料・手数料 1.6％
     4 億 7,582 万円

諸収入　3.9％
11 億 8,094 万円

分担金及び負担金 0.7％　2 億 1,417 万円
その他 0.4％　1 億 2,362 万円
繰入金 0.1％　　　1,780 万円

国庫支出金 7.2％
21 億 4,736 万円

県支出金  4.9％
14 億 5,991 万円

地方譲与税等 3.5％
  10 億 6,424 万円

※１
農林水産業費 4.7％　12 億 9,172 万円
商工費　　　 3.1％　  8 億 6,713 万円
議会費              0.7％     1 億 9,652 万円
労働費              0.3％　 　  7,449 万円

平 成 ２ ７ 年 度 　 主 要 事 業

民生費　22.4％
61 億 8,681 万円

土木費　14.7％
40 億 7,489 万円

衛生費　12.2％
33 億 6,307 万円

教育費　10.3％
28 億 3,634 万円

総務費　7.9％
21 億 9,458 万円

諸支出金　6.4％
17 億 6,920 万円

※１

公債費　12.0％
33 億   467 万円

歳出 Check 歳入 Check

歳入と歳出の差引額は23 億 510 万円となりまし
た。この内、1 億 3,423 万円は翌年度に繰り越
した事業の財源として、 21 億 7,087 万円は繰越
金として平成２８年度に 繰り越しました。

２8
年
度
へ
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■
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業

５億１，６８６万円
消防救急無線のデジタル化によ
り、不感地帯が解消しました。

消防費    5.3％
14 億 6,337 万円

　子ども・高齢者・障害のある人などへの福祉のための経費で
ある民生費が、６１億８，６８１万円（対前年度比３４８万円減）
で歳出全体の２２．４％と最も多くを占めました。次いで、道
路等の整備のための経費である土木費が、４０億７，４８９万
円（同３億８，４００万円減）で１４．７％を占めています。以
下、衛生費が３３億６，３０７万円（同９億４，６６１万円増）
で１２．２％、市債の償還金等の公債費が３３億４６７万円（同
１億７，７８５万円減）で１２．０％となっています。
　前年度との比較では、記録的な少雪の影響により道路除雪等
の土木費が大幅な減額となっている一方で、斎場建設事業に伴
い衛生費が対前年度比９億４，６６１万円、消防救急デジタル
無線整備事業に伴い消防費が同５億９，３４５万円の大幅な増
額となっています。また、将来の安定した財政基盤の確保に備
えて、財政調整基金及び公共施設整備等基金、過疎地域支援基
金などへ積み増しを行いました。

決算
（
一
般
会
計
）

歳 

出
状況

（
一
般
会
計
）

歳 

入
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費　目 内　　容 金　額
民生費 　安定した社会生活を保障するための経費 163,309 円
土木費 　道路橋りょう、河川、水路、公園、市営住宅などに要する経費 107,562 円
衛生費 　健康で衛生的な生活環境を保持するための経費　   88,773 円
公債費 　市が借り入れた地方債の元利償還金額 87,231 円
教育費 　学校、幼稚園などの施設整備や教育内容の充実に要する経費 74,869 円
総務費 　管理事務、戸籍、徴税、選挙、人事、広報発行に要する経費  57,929 円

諸支出金 　基金への積立などに要する経費　   46,701 円
消防費 　消防、救急業務や防災に要する経費  38,628 円

農林水産業費 　農業委員会、農業振興、土地改良事業などに要する経費  34,097 円
商工費 　商工業、観光の振興に要する経費   22,889 円
その他 　労働関係経費、議会活動などに要する経費 7,153 円

計 729,141 円

使われました。

（平成 28 年 3 月 31 日現在の人口 37,884 人で一人あたりに換算）

729,141 円
平成２７年度は、

市 民一人あたり、

いくら使われたのでしょうか？会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険特別会計
事業勘定 45 億 6,702 万円 44 億 9,188 万円 7,514 万円

直営診療所施設勘定 1 億 3,893 万円 1 億 3,866 万円 27 万円
後期高齢者医療特別会計 7 億 5,800 万円 7 億 5,385 万円 415 万円
介護保険特別会計 45 億 7,364 万円 45 億     451 万円 6,913 万円
診療所特別会計 3,969 万円 3,946 万円 23 万円
工業団地造成事業特別会計 141 万円 52 万円 89 万円

合　計 100 億 7,869 万円 99 億 2,888 万円 1 億 4,981 万円

特別会計 特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して別に処理するための会計です。

会　計 27 年度借入額 27 年度元利償還金 27 年度末残高
一　般　会　計 41 億　900 万円 33 億 1,967 万円 311 億 8,506 万円

企　業　会　計

病院事業 24 億 2,120 万円 4,943 万円 40 億 3,679 万円
ガス事業 0 円 7,630 万円 4 億 3,312 万円
水道事業 2 億 8,160 万円 2 億 4,897 万円 32 億 3,318 万円
下水道事業 2 億　150 万円 18 億 1,819 万円 133 億 2,396 万円

合　計 70 億 1,330 万円 55 億 1,256 万円 522 億 1,211 万円

市が道路や各種施設の整備などで多額の費用を必要とする場合、費用の一部を国などから借り入れて
事業を実施します。この借入金のことを市債といいます。

※地方財政状況調査及び地方公営企業決算状況調査より作成

市債

会　計　名 収　益 費　用 利益又は損失額
病院事業会計 4 億 5,966 万円 5 億 8,268 万円 ▲ 1 億 2,302 万円
ガス事業会計 11 億     575 万円 10 億 7,375 万円 3,200 万円
水道事業会計 8 億 1,323 万円 7 億 7,544 万円 3,779 万円
下水道事業会計 25 億 3,477 万円 23 億 8,348 万円 1 億 5,129 万円

合　計 49 億 1,341 万円 48 億 1,535 万円 9,806 万円

株式会社等の民間企業と同じ会計方式を採用し、市が特定の事業を直接経営する会計です。企業会計

※各事業会計の損益計算書数値より作成

平成 2 ７年度決算書・決算資料は、各市民センター・北部振興事務所、市内図書館（室）、魚沼市ホームページでも
ご覧になれます。

魚沼市 早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準 概　　　要

26 年度 27 年度

実質赤字
比　　率 － － 12.65 20.0

財政運営の深刻度を示します
　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の普通会計の赤字の程度を
指標化したもの（魚沼市の普通会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

連結実質
赤字比率 － － 17.65 30.0

市全体の財政運営の深刻度を示します
　市の全会計の赤字や黒字を合算（連結）し、地方公共団体としての赤字の程
度を指標化したもの（魚沼市の全会計の実質収支は黒字のため該当しません。）

実質公債費
比　　率 9.9 9.0 25.0 35.0 資金繰りの危険度を示します

　借入金の返済額（公債費）と、これに準ずる額の大きさを指標化したもの

将来負担
比　　率 23.8 36.3 350.0

将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示します
　一般会計の借入金（地方債）や将来的に支払う可能性のある負担等について、
現時点での残高の程度を指標化したもの

資金不足
比　　率 － －

経営健全化基準 経営状況の深刻度を示します
　公営企業の資金不足（赤字）を、事業規模である料金収入の規模と比較して指標
化したもの（魚沼市の公営企業会計に資金不足は生じていないため該当しません。）20.0

　魚沼市は、いずれの指標も基準を下回りました。今後も、これらの財政指標の推移に留意しながら、健全な財政運営の
確保に努めてまいります。

※表中の「－」は、赤字額・不足額のない
ことを表しています。

　自治体が財政の健全化を判断するための指標（実質公債費比率など４指標）と公営企業ごとの経営状況を明らかにす
る指標（資金不足比率）の公表が、法律により義務付けられています。また、平成２０年度決算からは、これらの各指
標が一定基準以上になった場合、財政の早期健全化や再生を図るための計画の作成なども必要になりました。

基金名 27 年度末現在高 対前年度増減額
財政調整基金 56 億 7,760 万円 12 億 5,967 万円

減債基金 70 万円 0 円
地域振興基金 43 億　221 万円 0 円

公共施設整備等基金 18 億 1,513 万円 3 億 1,086 万円
その他特定目的基金 17 億 3,510 万円 1 億 6,301 万円

奨学基金 6 億 1,200 万円 0 円
医師等修学基金 1 億    　　　円 0 円

国民健康保険
　給付等準備基金 1 億 5,003 万円 1,104 万円

介護保険
　給付等準備基金 1 億 4,004 万円 4,002 万円

条例で定めた目的に使用するために積み
立てたお金です。金基

0
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40000

50000

60000

平成 27 年平成 26 年平成 25 年平成 24 年平成 23 年

（百万円）

（年度末）

Check市債残高推移

市債残高は平成２６年度末より２２億４，７００
万円増加しました。

算に基づく指標と比率を公表します決 平成２７年度

昨年度に比べ 52,439 円の増額となりました。
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人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地

方
圏
か
ら
３
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
食

い
止
め
、
３
大
都
市
圏
か
ら
地
方
圏
へ
人
口

流
入
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
形
成
を
め
ざ
す
構
想
で
す
。

　
南
魚
沼
市
と
魚
沼
市
及
び
湯
沢
町
の
区
域

を
も
っ
て
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
を
形
成

し
、
魚
沼
圏
域
全
体
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
を
図
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
中
心
市
宣
言
（
平
成
２７
年
９
月
２９
日
）

　
中
心
市
要
件
を
満
た
す
南
魚
沼
市
が
、
魚

沼
市
、
湯
沢
町
を
含
む
圏
域
全
体
の
発
展
に

向
け
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
「
中
心
市
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。

○
形
成
協
定
の
締
結（
平
成
２８
年
３
月
２５
日
）

　「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
南
魚
沼
市

と
魚
沼
市
、
湯
沢
町
で
締
結
し
、
相
互
に
役

割
分
担
し
な
が
ら
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
構
想
と
は

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

　
圏
域
全
体
の
発
展
に
向
け
て
、
相
互
に
役

割
分
担
し
な
が
ら
連
携
し
て
い
く
具
体
的
な

連
携
事
業
を
定
め
た
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
以
下

の
３
つ
の
分
野
で
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
生
活
機
能
の
強
化
【
医
療
、
教
育
、
産
業

振
興
、
生
活
環
境
、
防
災
、
消
防
】

例
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公
民
館
講
座
な

ど
の
利
用
条
件
を
同
一
に
し
、
利
用
拡
大
を

図
り
ま
す
。

・
ご
み
、
し
尿
処
理
施
設
を
共
同
で
建
設
、

運
営
す
る
こ
と
で
費
用
削
減
を
図
り
ま
す
。

②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
【
地

域
公
共
交
通
、
広
報
、
交
流
・
移
住
促
進
】

例
・
路
線
バ
ス
の
運
行
を
維
持
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
婚
活
支
援
事
業
な
ど
を
共
同
で
実
施
し
、

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
【
人
材

育
成
】

例
・
自
治
体
職
員
を
対
象
と
し
た
合
同
研
修
を

開
催
し
、人
材
育
成
と
広
域
連
携
を
進
め
ま
す
。

　
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、

５
年
後
の
平
成
３２
年
度
に
、国
立
社
会
保
障・

人
口
減
少
問
題
研
究
所
（
社
人
研
）
が
推
計

し
た
将
来
推
計
人
口
約
１０
万
人
か
ら
約
２
千

人
多
い
定
住
人
口
の
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

〇
平
成
３２
年
度
魚
沼
地
域
定
住
人
口

　
１０
万
人
か
ら
１０
万
２
千
人
へ【
＋
２
千
人
】

３月２５日に行われた定住自立圏形成協定調印式の様子

問　企画政策室　☎７９２－１４２５

将来に向けて連携を

魚沼地域定住自立圏構想
についてお知らせします

【魚沼地域定住自立圏定住人口の推移】

１０万２千人
を維持

Ｈ２２年（国勢調査） Ｈ２７年（国勢調査） Ｈ３２年 Ｈ３７年 Ｈ５２年

人口ビジョン推計
社人研推計

１１０，３８１
１１０，３８１

１０４，００５
１０４，００５

１０２，６９５

１００，２７９
９９，３０９
９５，０７３

８８，４６２
７９，０８７

人口ビジョン推計

社人研推計

単位：人

※ユニバーサルデザイン : 文化・言語・国籍の違い、老若男女といった差異、障害・能力 
   の如何を問わずに利用することができる施設・製品等・情報の設計（デザイン）をいう。

　市は、魚沼市庁舎基本構想（以下「基本構想」という。）お
よび魚沼市庁舎再編基本計画に基づき、新庁舎は行政機能に特
化せず、全ての市民にとって利用しやすく、気軽に立ち寄れる
場所とすること、地域防災拠点及び情報拠点としての機能を備
え、まちづくりの拠点とすることとして、新庁舎の目指すべき姿
を「市民の安心を支え、市民が集う、まちづくりの拠点」
としています。 
　基本構想で掲げた４つの基本理念を念頭におきながら、設計
作業を進めており、また、耐震性や環境への配慮、維持管理費
などの後年度負担を少しでも軽減することも重視しながら検討
しています。

　
新
庁
舎
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
「
Ｗ
Ｓ
」
と
い
う
。）
を

開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
産
業
、
教

育
な
ど
の
各
分
野
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
や
次

代
を
担
う
市
内
の
高
校
生
、
約
５０
名
で
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
主
に
市
民
が
多
く
利
用

す
る
共
有
空
間
部
分
（
市
民
活
動
／
市
民
協

働
ス
ペ
ー
ス
、
雁
木
テ
ラ
ス
）
の
活
用
方
法

や
新
庁
舎
に
必
要
な
機
能
・
ス
ペ
ー
ス
な
ど

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
進
め
て
い
ま

す
。
Ｗ
Ｓ
の
開
催
結
果
に
つ
い
て
は
、
随
時
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
と
し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
市
報
折
込
み
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
で
は
庁
舎
機
能
等
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
組
織
機
構
や

行
政
窓
口
機
能
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
Ｗ
Ｓ
で
い
た
だ
い
た

意
見
を
反
映
し
た
基
本
設
計
案
に
つ
い
て
は
、

年
内
を
目
途
に
完
成
で
き
る
よ
う
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

①
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
庁
舎

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提

供
す
る
庁
舎

・
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
利
便
性
の

高
い
庁
舎

・
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
行
政
組
織
の
変
化
に

対
応
で
き
る
柔
軟
か
つ
融
通
の
き
く
庁
舎

・
市
民
に
や
さ
し
い
相
談
ス
ペ
ー
ス
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
庁
舎

②
市
民
の
安
全
安
心
を
支
え
る
庁
舎

・
地
震
や
水
害
に
強
く
、
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
備
え
た
庁
舎

・市
民
の
情
報
財
産
を
守
る
た
め
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
機
能
を
備
え
た
庁
舎

③
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
庁
舎

・
市
民
と
連
携
・
協
働
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
庁
舎

・
市
政
や
議
会
、
市
民
活
動
な
ど
地
域
の

情
報
を
受
発
信
す
る
開
か
れ
た
庁
舎

・
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
庁
舎

④
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
※
）
の
理

念
を
大
切
に
し
た
庁
舎

・
自
然
の
光
や
風
を
採
り
入
れ
る
な
ど
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
配
慮
し
た
庁
舎

・
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
活

用
し
た
環
境
負
荷
に
配
慮
し
た
庁
舎

シリーズ

庁舎再編

みんなで

の庁舎

考える
未来

問　管財室　☎７９２－９２１１

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
着
々
と

上：ワークショップで新庁舎の活
用等について活発な意見を交わす
市内の高校生。
下：各分野の推薦メンバーが集う
ワークショップでは様々な視点の
意見がでます。

４つの基本理念
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　「～食まち うおぬま 秋の陣２０１６～ 四季の潤い里
山まつり」と「環境フェア」が１０月８日（土）に開催
されました。訪れた人たちは、うおぬまの食に舌鼓を
打ち、里山の恵みに触れた楽しい一日となりました。

永
年
の
功
績

　
　   
を
讃
え
て

　
皆
川
怜
次
さ
ん
並
び
に
大
平
軍
一
さ
ん
が

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大平  軍
ぐんいち

一 さん

　
永
年
に
わ
た
り
守
門
村
議
会
議
員
と
し
て

在
職
し
、
優
れ
た
英
知
と
政
治
判
断
で
、
守

門
村
の
進
展
と
住
民
生
活
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

9  市報うおぬま

皆川  怜
れ い じ

次 さん

　
永
年
に
わ
た
り
小
出
町
議
会
議
員
と
し
て

在
職
し
、
優
れ
た
英
知
と
政
治
判
断
で
、
小

出
町
の
進
展
と
住
民
生
活
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

沼
地
域
の
郵
便
局
よ
り
魚
沼
の
四
季

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
６
種
類
の
「
絵
入

リ
カ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
は
熊
本
地
震

の
被
災
地
に
義
援
金
を
送
る
た
め
、

北
電
力
㈱
魚
沼
営
業
所
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
２５
基
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

ＬＥＤ防犯灯寄贈

１０ 月 ７ 日

熊本の被災地へ義援金

１０ 月 １１ 日

絵入りはがき贈呈

１０ 月 12 日

うおぬま ＮＥＷＳ

本号より市報うおぬま・お知らせ版ではユニバーサルデザ
イン（※）の文字（ＵＤフォント）を使用しています。

※ユニバーサルデザインとは、お年寄りや障害
者など、多くの人が「便利だな、使いやすいな」
と思えるデザインです。最近では高速道路の標
識や公共機関の案内版等にも、視認性が良いこ
のデザインへの変更が進められております。

うおぬま里山まつり実行委員会
  実行委員長　平井  正

まさなお
尚 さん

や
里
山
等
を
テ
ー
マ
に
約
５０
店
も
の
ブ
ー
ス
が
出

店
し
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
環
境
フ
ェ
ア
な
ど
、

食市を挙
げ
て
の
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
で
目
標
の
来
場
者
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
ふ
る
さ
と
の
食
や
大
自
然
、
先
人
の
知
恵
を
五
感

で
感
じ
、
地
域
資
源
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
す
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
単
発
で
終
わ
っ

て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
場
産
物
の
消
費
拡
大

や
里
山
活
用
の
推
進
、
伝
統
技
能
や
農
林
業
の
後
継
者
育
成

な
ど
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ＵＤＦＯＮＴ 市報の使用頻度の高い「明朝体」と「ゴシック体」での使用となります。

東
横線などが太く見やすく

東
これまで ＵＤフォント

が
濁点などが明瞭に

が
これまで ＵＤフォント

た
。
東
北
電
力
で
は
昭
和
４０
年
よ
り
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
防
犯
灯
を
各
自
治

体
へ
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は
維
持

費
が
安
く
虫
が
集
ま
り
に
く
こ
と
か
ら
、
市

で
も
３
年
計
画
で
取
り
替
え
を
進
め
て
い
ま

す
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
分
も
計
画
の
中
で
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東魚
沼
市
に
届
け
ま
し
た
。
災
害
食
を
つ
く
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
被
災
地
支
援
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
同
社
。
こ
の
義
援
金
は
８
月
２７

日
に
開
催
さ
れ
た
「
ホ
リ
カ
フ
ー
ズ
感
謝
祭
」

で
の
屋
台
の
売
上
金
や
、
来
場
者
か
ら
の
寄

付
に
よ
る
も
の
で
す
。
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
被
災
地
に
義
援
金
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

ホり
は
が
き
」
各
５０
枚
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
秋
の
奥
只
見
や
夏
の
守
門
岳
な
ど
心
温

ま
る
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
は
が
き
は
、
魚

沼
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
。
大

切
な
人
に
魚
沼
の
魅
力
を
添
え
て
送
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
は
が
き
は

市
内
１１
郵
便
局
で
無
料
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

魚
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ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
133

　魚沼市内で新たに起業を目指す人の支援として、創
業に必要な基礎知識を学べる『創業塾』を開催します。

「新規起業をしたいけれど、何から始めたらいいか分
からない」とお悩みの人や「起業したけれど、もう一
度基礎を学びたい」という人はぜひ受講ください。

市報うおぬま　2016.11.10 　

問
　
北
部
振
興
事
務
所　

　
　
　
☎
７
９
７・２
３
６
０

No.18

　
豊
か
さ
と
は
何
だ
？

　
最
近
、
都
市
部
か
ら
新
た
に
福
山
に
人
を

呼
び
込
む
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
こ
こ
に
住
む
良
さ
を
伝
え
る
た
め
に
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
る
。
こ
こ
に
は
優
し
い
人

が
多
い
。土
の
上
で
汗
を
流
し
、自
分
で
作
っ

た
お
米
や
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

空
気
と
水
が
美
味
い
。
ち
ょ
っ
と
街
場
に
出

れ
ば
一
緒
に
お
酒
を
飲
む
仲
間
も
で
き
た
。

そ
し
て
、
沈
む
夕
日
と
カ
ー
ス
テ
レ
オ
か
ら

流
れ
て
く
る
中
島
み
ゆ
き
が
心
に
染
み
る
。

最
後
の
や
つ
は
完
全
に
私
情
で
あ
る
が
、
改

め
て
考
え
て
み
る
と
け
っ
こ
う
豊
か
だ
。
　

　
何
よ
り
毎
日
笑
っ
て
い
る
。
生
ま
れ
な
が

ら
に
人
混
み
が
嫌
い
だ
し
、
満
員
電
車
な
ん

て
本
当
に
勘
弁
願
い
た
い
も
の
で
あ
っ
た

が
、
地
方
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
さ
ら

に
堪
え
難
い
も
の
に
な
っ
た
気
が
す
る
。
仕

事
の
関
係
で
都
市
部
へ
出
る
と
謎
の
頭
痛
に

襲
わ
れ
た
り
、
い
き
な
り
奥
歯
が
痛
み
だ
し

た
り
と
散
々
で
あ
る
。
別
に
都
会
が
嫌
い
な

わ
け
で
は
な
い
。
で
も
、
ど
う
や
ら
自
分
に

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

■ 9 月の相談件数
　　　　…１１０件
　・電話　　６０件
　・来庁　　２５件
　・その他　２５件{

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
76

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
等
の
借
金
で
不
安

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
、
消
費
者
契
約
ト

ラ
ブ
ル
等
で
お
悩
み
の
人
を
対
象
に
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
法
律

の
専
門
家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
ち

ん
と
し
た
手
続
き
を
と
れ
ば
多
重
債
務
は
必

ず
解
決
で
き
ま
す
。

日
　
１１
月
27
日
㈰
１０
時
～
１６
時
　
　
　
　
　
　
　

場
　
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

相
　
弁
護
士
、
司
法
書
士

￥
　
相
談
無
料

定
　
先
着
５
名
（
要
予
約
）

〆
　
１１
月
24
日
㈭

他
　
相
談
時
間
は
１
人
概
ね
１
時
間

申
　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　
平
成
28
年
９
月
３０
日
付
け
で
退
任

さ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。ご
尽
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
１０
月
１
日
付
け
で
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

堀之内地域の人権擁護委員が交代しました

八木  兵
ひょうじ

司  さん

お
疲
れ
様
で
し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

借
金
返
済
・
契
約
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
会

　福山産苔
こけだま

玉は地域の発信と交流のツールを
目的に、お茶会に参加している６０・７０代
の女性が中心になって作っています。
　道の駅入広瀬にて絶賛発売中です！ 小島  克

かつろう
朗  さん

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

多額の

返済が
できない

借金が
減らない

誰にも
相談できない

は
自
然
の
空
気
が
合
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　
都
市
部
の
人
か
ら
移
住
相
談
を
受
け
る
と

「
都
会
の
暮
ら
し
に
対
す
る
限
界
」
を
感
じ

る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
い
っ
た
人
達
に
、
自

分
の
思
う
福
山
の
良
さ
を
「
あ
り
の
ま
ま
」

伝
え
た
い
と
思
う
。も
ち
ろ
ん
大
変
さ
も「
あ

り
の
ま
ま
」
伝
え
た
い
。
そ
の
中
か
ら
こ
の

地
に
合
う
人
と
出
会
い
、
つ
な
が
っ
て
行
く

こ
と
を
願
い
、こ
の
取
り
組
み
を
続
け
た
い
。

あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
た
い

日　時 　会　場 内容（予定） 講　師

平成 28 年 11 月 10 日㈭ 小出ボランティアセンター 資金計画の作り方、融資制度など（財務） ベクトルプラスコンサルティ
ング　代表　佐野  盛也  氏

平成 28 年 11 月 18 日㈮ 堀之内公民館 売れる仕組みづくり、顧客ニーズの掴み
方など　（販路開拓）

グローカルマーケティング㈱　
代表取締役　今井 進太郎 氏

平成 28 年 11 月 25 日㈮

小出ボランティアセンター

企業経営に必要な財務・経理知識など（経
営）

ベクトルプラスコンサルティ
ング　代表　佐野  盛也  氏平成 28 年 12 月 15 日㈭ 人を雇用する時のルールなど（人材育成）

平成 29 年  1 月 18 日㈬ 事業計画書の策定方法など（創業計画作
成）

￥ 無料　定 各回１０名
対 起業予定の人、起業を検討している人、起業に関心の
ある人、起業して間もない人
※既に起業している人も受講可能です。
※原則５回連続で受講できる方を優先しますが、途中か
らの参加も可能です。
申 商工振興室または市内各商工会まで

創業塾開催！

田
渕　
一
平
太　
隊
員

　
　
（
福
山
地
区
担
当
）

次
は
竜
光
地
区
担
当
の
武
川
学
隊
員
で
す
。
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健康　うおぬま №
88

 子育て情報を得ることで、不安が軽くなり、安心して子
育てができるようになります。また、生まれる前から知識
を得ることで、親としての心構えを持つことができます。

　魚沼市では、妊娠中の人とその夫（パパになる人）
を対象に「パパママ準備教室」を開催し、毎回好評です。
妊娠中・子育て中の人の「子育てについてもっと知りた
い」という声にお応えして、昨年度から「ニコニコ♥ハッ
ピー子育て教室」も開催しています。今年６月の教室で
は、「赤ちゃんの世界と家族のかかわり」（魚沼基幹病院
小児科部長：和田雅樹先生）、「生まれる前から始まる
　ことばを育む　親子のふれあい」（言語聴覚士：志塚
めぐみ先生）と題した講演を行いました。
　子育ては楽しい反面、不安に思うこともあります。

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

ニコニコ
♥

ハッピー
子育て教室

妊娠中・子育て中の人へおススメ！

お腹に声をかけるだけでよい刺激になるのが驚きだった

とても楽しく

勉強できた

不安に思っていたこと
の答えが確認できた

参
加
者
の
感
想
を
ご
紹
介

第２回「ニコニコ♥ハッピー子育て教室」を開催します

日 １２月１７日（土）  １３時１５分～１６時（受付：１３時～）
場 魚沼市子育て支援センター　ぱぷぴ
内 「子どもの病気と予防接種」「生まれる前から始まる  こ
とばを育む　親子のふれあい」の講演を予定しています。
申  健康増進室 ( ☎７９２－９７６３) へ事前に電話で申し
込みください。※申込み締切１２月９日（金）
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　いじめや差別により壊れてしまった「人権ハート」の欠
片を集めるため、人権擁護委員や県、法務局などによるキャ
ラバン隊が県内１１の小学校を巡る「人権ハート回収大作
戦」。伊米ケ埼小学校の児童の温かいメッセージが書き込
まれた欠片は、無事「人権ハート」にはめ込まれました。

思いやりの気持ちを広げよう
ー １０. ５　人権キャラバン隊が伊米ケ埼小学校に来訪

うおぬまフォトスケッチ

　広告代理店を早期退職後、東京で偶然入った魚沼市
の移住説明会がきっかけとなり応募した渡辺隊員。転
職を考えていた時、友人の福田隊員（小平尾地区担当）
から魚沼の魅力を聞き応募した熊谷隊員。新たに加わっ
た２名の隊員の今後の活動に期待が寄せられます。

地域を変える２つの新風
ー １０. ３　地域おこし協力隊任命式

渡邉 泰
た い じ

治 隊員
（横根地区担当）

熊
くまがい

谷 龍
りゅういち

一 隊員
（下折立地区担当）

　魚沼コシヒカリ紅葉マラソンが開催され、紅く色づく
魚沼路を、市内外から参加した８１２人のランナーが爽や
かに駆け抜けました。ゴール後には地元で収穫されたばか
りの新米コシヒカリのおにぎりが振る舞われ、心地よい疲
労感と共におにぎりを美味しそうに頬張っていました。

紅葉☆笑顔☆コシヒカリ
ー １０. ２３　第５回魚沼コシヒカリ紅葉マラソン

人権社会の確立に向けて
ー １０. １　部落開放第３３回新潟県研究集会

　部落開放第３３回新潟県研究集会が、魚沼市を会場に開
催され、行政や教育関係者など約１，０００人が参加しま
した。部落開放運動の歴史について、大阪人権博物館朝治
武館長から記念公演が行われ、午後からは５つの分科会に
分かれ、人権社会の確立に向けた課題を確認しました。

information

日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ

2016年11月10日号

11.１0魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

お知らせ版
く　

ら　

し

問
ガ
ス
水
道
局
業
務
課

☎
７
９
２・１
１
１
８

 ❷
ガ
ス
水
道
局
窓
口
取
り
扱

い
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　
１２
月
１
日
㈭
か
ら
、
ガ
ス
水
道

局
窓
口
で
の
ガ
ス
水
道
料
金
等
の

お
支
払
い
、
料
金
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
、
供
給
停
止
措
置
の
開

栓
作
業
は
、
平
日
８
時
３０
分
か
ら

１７
時
１５
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ガ
ス
漏
れ
や
漏
水
な
ど

の
緊
急
連
絡
は
２４
時
間
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 ❷
ガ
ス
水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
煙
突
・
排
気
筒
の
つ
い
た
ガ
ス

機
器
を
ご
使
用
の
皆
さ
ん
へ

　
風
呂
釜
や
湯
沸
器
な
ど
の
煙
突

な
ど
に
不
具
合
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◦
主
な
不
具
合
の
例

　
煙
突・排
気
筒
の
外
れ
、
変
形
、

破
損
、
詰
ま
り
な
ど

◦
不
具
合
に
よ
る
危
険
性

　
空
気
不
足
、
排
気
不
良
な
ど
に

よ
り
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
、
屋

内
に
排
出
ま
た
は
流
入
し
、
吸
い

込
ん
だ
場
合
、
中
毒
を
起
こ
し
死

に
至
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

◦
注
意
点

　
普
段
か
ら
、
煙
突
・
排
気
筒
の

位
置
を
確
認
し
、
壊
れ
や
異
物
の

詰
ま
り
（
鳥
の
巣
な
ど
）
が
無
い

こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
ま
た
、

浴
室
内
に
あ
る
給
気
口
は
絶
対
に

ふ
さ
が
な
い
こ
と
。特
に
冬
期
間
、

雪
な
ど
に
よ
り
煙
突
・
排
気
筒
の

破
損
や
変
形
が
起
こ
り
や
す
い
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
設

置
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

制
度
・
手
続
き

 ◆
平
成

２９
年
春
・
優
秀
運
転

者
表
彰
の
申
請
受
付
け

対
２０
年
・
３０
年
・
４０
年
・
５０
年
間

無
事
故
・
無
違
反
の
人

※
４０
年
は
３０
年
表
彰
、
５０
年
は
４０

年
表
彰
の
受
賞
歴
が
な
い
と
申
請

で
き
ま
せ
ん

※
運
転
経
歴
の
起
算
日
は
、
平
成

２９
年
４
月
６
日
㈭

〆
１２
月
１５
日
㈭

持
申
請
書
、
免
許
証
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
人
）、
印
鑑

他
申
請
書
用
紙
は
、
魚
沼
市
交
通

安
全
協
会
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
室

に
あ
り
ま
す
。

申
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２・５
２
７
５

ま
ち
づ
く
り
室

☎
７
９
２・９
７
５
２

 ◆
大
型
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
仲
介

日
１１
月
２０
日
㈰
１３
時
～
１５
時　

場
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ウ
ス
（
エ
コ
プ

ラ
ン
ト
隣
）

内
大
型
不
用
品
（
通
常
大
型
ご
み

処
理
券
を
貼
る
も
の
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
仲
介
（
受
入
・
販
売
）

◦
取
り
扱
い
品
︙
家
具
類
、
ベ
ビ

ー
用
品
、
自
転
車
な
ど
大
型
不
用

品
（
壊
れ
て
い
る
物
の
受
け
入
れ

や
家
電
製
品
、
衣
類
、
食
品
、
日

用
雑
貨
等
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。）

他
個
人
で
の
不
用
品
の
搬
入
・
搬

出
は
１３
時
～
１５
時

※
買
取
り
の
な
か
っ
た
品
物
は
、

後
日
、
お
引
取
り
い
た
だ
き
ま
す

※
自
転
車
を
買
い
た
い
人
が
い
ま

す
。不
用
の
自
転
車
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
魚
沼
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２・８
８
４
４

◎
水
道
凍
結
破
損
に
ご
注
意
を

　
気
温
低
下
が
予
測
さ
れ
る
場
合

は
、
凍
結
し
な
い
よ
う
に
断
熱
等

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
期

間
不
在
の
場
合
は
、
破
損
し
漏
水

を
し
な
い
よ
う
、
止
水
等
の
措
置

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
不
凍
水
栓
を
設
置
し
て
い
る
人
は

　
不
凍
水
栓
は
確
実
に
全
開
ま
た

は
全
閉
に
し
な
い
と
水
が
流
出
す

る
こ
と
が
あ
り
、
水
道
料
金
が
増

え
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

煙突内に鳥が巣を
作っていませんか？

煙突に、壊れやはず
れがありませんか？

煙突の詰まり、穴あ
きはありませんか？

排気口がふさがって
いませんか？

一酸化炭素中毒にご注意ください！
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交通安全家庭の日　日毎月１０日　運転が最近危険かなと思われる人には、家庭などが運転免許証の
自主返納を勧めることも大切です。大切な家族が交通事故を起こさないよう話し合ってみませんか。

職
員
等
の
募
集

 ◆
健
康
課
（
産
休
代
替
非
常
勤

職
員
）
保
健
師
又
は
看
護
師

・
募
集
定
員
︙
１
人

・
応
募
資
格
︙
６５
歳
未
満
で
保
健

師
又
は
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人

・
任
用
期
間
︙
平
成
２９
年
１
月
１

日
㈰
～
３
月
３１
日
㈮
（
更
新
の
場

合
有
）

・
勤
務
地
︙
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎

・
勤
務
時
間
︙
８
時
３０
分
～
１６
時

１５
分
（
休
憩
１
時
間
）

・
賃
金
︙
月
額
１
６
２
、０
０
０

円
～
１
７
７
、３
０
０
円
（
保
有

資
格
に
よ
る
）

・休
日
︙
土
、日
、祝
祭
日
（
原
則
）　

・
選
考
方
法
︙
書
類
選
考
・
面
接

※
応
募
者
へ
別
途
連
絡

申
所
定
の
申
込
書
に
市
販
の
履
歴

募　
　
　

集

 ◆
う
お
ぬ
ま
超
劇
シ
リ
ー
ズ

２
０
１
６
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
受
講
生

内
「
演
出
家
だ
ら
け
の
青
木
さ
ん
家

の
奥
さ
ん
」
公
演
の
地
域
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
１２
月
７
日
㈬
１９
時
か
ら

場
小
出
郷
文
化
会
館
　

講
内
藤
裕
敬
さ
ん
（
南
河
内
万
歳

一
座
主
宰
・
演
出
家
）

対
演
劇
経
験
の
あ
る
人
ま
た
は
興

味
の
あ
る
人

定
約
２０
人

￥
無
料

〆
１１
月
３０
日
㈬

他
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
講
生
の
中

か
ら
３
月
公
演
の
地
元
出
演
者
を

決
定
し
ま
す
。（
稽
古
あ
り
）　

問
小
出
郷
文
化
館

☎
７
９
２・８
８
１
１

健
康
・
福
祉

 ◆
障
害
者
控
除
認
定
書
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

　
該
当
者
す
る
人
へ
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
を
１
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。
確
定
申
告
で
障

害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
こ
の

認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
調
整
等
で
必
要
な

人
は
、
別
途
申
請
い
た
だ
き
、
後

日
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

対
６５
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
の
う
ち
一
定
の
基
準

以
上
と
市
が
認
定
し
た
人

問
介
護
福
祉
室

☎
７
９
２・９
７
５
５

 ❶
献
血
（
全
血
）
実
施

日
１１
月
２８
日
㈪

◎
会
場

①
堀
之
内
公
民
館

・
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

②
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎

・
１３
時
４５
分
～
１５
時
３０
分

生
涯
学
習
・
公
民
館

 ◆
し
め
縄
作
り
教
室

　
正
月
用
の
棒
し
め
縄
飾
り
を
作

り
ま
す
。

日
１２
月
３
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１６
時

場
守
門
公
民
館
（
守
門
庁
舎
内
）

講
佐
藤
成
夫
さ
ん

対
ど
な
た
で
も

￥
５
０
０
円

定
１０
人

持
お
持
ち
の
人
は
、
園
芸
用
は
さ

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

〆
１１
月
２８
日
㈪

申
守
門
公
民
館
（
守
門
庁
舎
内
）

※
月
～
土
曜
９
時
～
２２
時
、
日
曜

祝
日
９
時
～
１７
時

☎
７
９
７・２
２
６
１

９月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H28 H27 増減 ◦単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
※昨年比でごみの全量が
減っています。引き続き
ごみの減量と資源化をお
願いします
※４～９月までの資源化
物 量 は、 金 属 類 192 ト
ン、紙類 522 トン、ビン
類 200 トン、プラスチッ
ク類 92 トンです

可燃ごみ 993 1,042 -49
不燃ごみ 48 56 -8
大型ごみ 48 67 -19
容器包装 16 16 0

古紙類 77 95 -18
合　計 1,182 1,276 -94

 ◆
申
告
相
談
事
務
等
の
臨
時
職
員

　

申
告
相
談
会
（
所
得
税
・
住
民

税
）
等
の
事
務
補
助
員
を
募
集
し

ま
す
。

・
募
集
定
員
︙
５
人

・
応
募
資
格
︙
普
通
自
動
車
運
転

免
許

・
採
用
期
日
︙
平
成
２９
年
１
月
１６

日
㈪
～
３
月
３１
日
㈮

・
職
務
内
容
︙
申
告
相
談
会
事
務

お
よ
び
運
営
補
助
等

・
勤
務
地
︙
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎

・
賃
金
︙
日
額
７
、２
１
０
円

・
勤
務
時
間
︙
８
時
３０
分
～
１７
時

１５
分

・休
日
︙
土・日・祝
祭
日
（
原
則
）

・
面
接
試
験
日
︙
１２
月
７
日
㈬

・
会
場
︙
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎

・
選
考
方
法
︙
書
類
選
考
・
面
接

・
応
募
方
法
︙
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

発
行
し
た
紹
介
状
に
履
歴
書
を
添

え
て
税
務
室
ま
た
は
郵
送
で
提
出

 ❷
石
塚
洋
一
写
真
展

期
１１
月
１６
日
㈬
～
１２
月
１
日
㈭

・
月
曜
～
土
曜
︙
９
時
３０
分
～
２１

時
３０
分

・
日
曜
祝
日
︙
９
時
３０
分
～
１６
時

３０
分

内
石
塚
洋
一
さ
ん
（
並
柳
在
住
）

の
星
空
写
真
の
展
示

場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

￥
無
料
 ◆

赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵

本
を

１１
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

日
１１
月
１６
日
㈬
１３
時
～
１４
時
３０
分

◎
広
神
図
書
館
和
室

日
１１
月
２６
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
お

話
し
し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
１
組
１０
分
程
度
で
す
。

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
平
成
２８
年
１
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

広
神
図
書
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

 ◆
０
～
３
歳
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し
小
出

　
同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
手
遊
び
や
絵
本
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
１１
月
２５
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
絵
本
「
い
い
お
か
お
」
手
あ
そ

び
う
た
「
と
ん
と
ん
と
ん
ひ
げ
じ

い
さ
ん
」
紙
芝
居
「
お
ま
め
く
ん

ぱ
ち
ぱ
ち
ー
」な
ど
を
読
み
ま
す
。

対
入
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

￥
無
料

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

 ❶
０
～
３
歳
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し
広
神

日
１１
月
１９
日
㈯
１０
時
３０
分
か
ら

場
広
神
図
書
館

内
絵
本「
て
じ
な
」「
い
い
お
か
お
」

大
型
絵
本
「
ぴ
ょ
～
ん
」
な
ど
を

読
み
ま
す
。

対
入
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

￥
無
料

 ◆
魚
沼
市
設
備
投
資
応
援
補

助
金

　
市
内
中
小
企
業
が
行
う
事
業
拡

大
や
高
付
加
価
値
化
に
伴
う
設
備

投
資
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

◎
対
象
者

・
市
内
に
本
社
、
主
た
る
事
業
所

ま
た
は
工
場
を
有
し
、
市
内
で
１

年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小

企
業
者
の
う
ち
、「
製
造
業
、
卸

売
業
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
」

に
分
類
さ
れ
る
事
業
者

◎
導
入
す
る
設
備
等
の
種
類
等

・
①
土
地
、
②
建
物
及
び
そ
の
附

属
設
備
、
③
機
械
及
び
装
置

◎
補
助
率
等

・
①
②
︙
取
得
価
額
の
３
分
の
１

以
内
（
上
限
５
０
０
万
円
）

・
③
︙
取
得
価
額
の
５
分
の
１
以

内
）（
上
限
１
０
０
万
円
）

・
①
②
③
を
組
み
合
わ
せ
る
場
合

は
、
上
限
５
０
０
万
円

〆
１２
月
２２
日
㈭（
平
成

２８
年
度
分
）

他
こ
の
事
業
は
、
今
年
度
か
ら
３

年
間
の
期
間
限
定
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
補
助
金
交
付
は

１
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

申
申
請
書
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
先
：
〒
９
４
６
・
８
５
１
１

魚
沼
市
大
沢
２
１
３
番
地

〆
１１
月
２４
日
㈭
（
必
着
）

問
税
務
室

☎
７
９
２・９
７
５
１

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〆
１１
月
２４
日
㈭
（
必
着
）　

他
申
込
書
は
健
康
増
進
室
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
健
康
増
進
室
　

☎
７
９
２・９
７
６
３

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
商
工
振
興
室

☎
７
９
２・９
７
５
３

 ❷
ス
ワ
ン
ス
ワ
ン
（
吸
わ
ん

吸
わ
ん
）
で
禁
煙
を
！

　　　
毎
月
２２
日
は
「
禁
煙
の
日
」
で

す
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
２
羽
の

白
鳥
が
寄
り
添
う
姿
か
ら
「
ス
ワ

ン
ス
ワ
ン
（
吸
わ
ん
吸
わ
ん
）
で

禁
煙
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

い
ま
す
。

　
喫
煙
は
肺
機
能
を
低
下
さ
せ
ま

す
。
運
動
の
秋
を
最
大
限
に
楽
し

む
た
め
に
も
、
秋
の
禁
煙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２・９
７
６
３

内
献
血
種
別

・
全
血
（
４
０
０
ｍｌ
）

持
献
血
カ
ー
ド

 ❸
毎
月

１９
日
は　
　
　
　
　

　
　
「
食
育
の
日
」

　
食
事
は
腹
八
分
目
を
目
安
に
。

コ
ツ
は
一
口
ご
と
に
箸
を
置
く
、

食
材
を
大
き
く
切
る
等
、
も
う
少

し
食
べ
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
や

め
る
の
が
適
量
で
す
。

インフルエンザ予防接種
期 １０月１日㈯～翌年３月３１日㈮
場 魚沼市、小千谷市、旧川口町の医療機関等
対 ①接種日に６５歳以上の人
　 ②接種日に６０～６４歳の人で心臓、呼吸器等に
　　 一定の障害がある人
￥ １，６２０円
申 医療機関にお申し込みください。
※くわしくは、お問い合わせください

問健康増進室　☎７９２・９７６３

問
広
神
図
書
館

☎
７
９
９・３
２
２
７
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 ◆
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

魚
沼
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
１１
月
２０
日
㈰
１０
時
か
ら

場
小
出
ミ
ヤ
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

内
３
ゲ
ー
ム
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
戦

定
５０
人

￥
１
、７
０
０
円

〆
１１
月
１９
日
㈯

申
魚
沼
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
・
友
野

☎
７
９
２・３
３
２
２

 ◆
新
潟
県
看
護
協
会　
　
　

　

う
お
ぬ
ま
支
部
講
演
会

◎
ス
ト
レ
ッ
チ
と
軽
運
動
で
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

日
１１
月
１９
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１５
時

場
魚
沼
基
幹
病
院

内
講
話
と
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

講
佐
藤
純
さ
ん
（
市
立
小
出
病
院

リ
ハ
ビ
リ
室
理
学
療
法
士
）

対
関
心
が
あ
る
人
ど
な
た
で
も

問
う
お
の
園
・
計
良

☎
７
９
２・１
０
９
６

 ◆
め
ぐ
み
幼
稚
園　
　
　
　

　
　

作
品
展
・
バ
ザ
ー

　
未
就
園
児
教
室
の
制
作
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
１１
月
１９
日
㈯
１０
時
～
１４
時

・
バ
ザ
ー
は
１３
時
３０
分
ま
で

・
制
作
コ
ー
ナ
ー
は
１２
時
ま
で

 ❷
魚
沼
水
墨
画
教
室
入
会
者
募
集

日
第
２・４
金
曜
日
１３
時
～
１６
時

場
小
出
北
部
公
民
館

内
早
津
剛
先
生
を
講
師
と
し
て
、

水
墨
画
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

￥
年
会
費
２
、０
０
０
円
、
受
講

料
月
１
、７
０
０
円

 ❶
魚
沼
水
墨
画
教
室
展

日
１１
月
２０
日
㈰
～
２２
日
㈫
９
時
～

１７
時
（
最
終
日
は
１６
時
ま
で
）

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
魚
沼
水
墨
画
教
室
の
講
師
及
び

受
講
生
の
作
品
展
示

問
魚
沼
水
墨
画
教
室
・
目
黒

☎
７
９
２・４
１
６
６

見舞金の請求期間は交通災害にあった
日から起算して１年以内です。
もう一度ご確認を！！

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みでしょうか？

問 まちづくり室　☎ ７９２・９７５２

 ◆
魚
沼
映
画
の
専
門
店
「
な

つ
か
し
の
日
本
映
画
」

日
◎

１１
月

１８
日
㈮

①
１９
時
「
大
誘
拐
」　

◎
１１
月

１９
日
㈯

①
１２
時「
本
日
休
診
」②
１４
時「
駅

前
旅
館
」
③
１６
時
２０
分
「
喜
劇
・

女
は
男
の
ふ
る
さ
と
ヨ
」
④
１９
時

「
大
誘
拐
」

◎
１１
月
20
日
㈰

①
１２
時「
本
日
休
診
」②
１４
時「
駅

前
旅
館
」
③
１６
時
２０
分
「
喜
劇
・

女
は
男
の
ふ
る
さ
と
ヨ
」

内
昭
和
１４
年
か
ら
平
成
５
年
に
か

け
て
制
作
さ
れ
た
日
本
映
画
の
中

か
ら
、
映
画
史
を
代
表
す
る
作
品

や
多
く
の
国
民
よ
り
好
評
を
得
た

４
作
品
を
上
映
し
ま
す
。「
大
誘

拐RAIN
BOW

KIDS

」「
本
日
休

診
」「
駅
前
旅
館
」「
喜
劇
・
女
は

男
の
ふ
る
さ
と
ヨ
」

場
小
出
郷
文
化
会
館

￥
５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

※
本
券
１
枚
で
、
３
日
間
入
場
可

能
。
全
て
の
映
画
を
観
れ
ま
す
。

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２・８
８
１
１

催　
　
　

し

 ◆
小･

中
学
生
対
象
の
書
道

講
習
会

　
低
学
年
向
け
の
え
ん
ぴ
つ
（
硬

筆
）
の
わ
か
り
や
す
い
指
導
も
あ

り
ま
す
。

日
１２
月
１０
日
㈯
・
２４
日
㈯

９
時
～
１１
時

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
　

内
書
初
め
大
会
に
向
け
た
書
道
講

習
会

講
小
林
和
彦
さ
ん
（
十
日
町
・
八

海
書
道
教
室
講
師
）

対
小･

中
学
生
定
３０
人
程
度

￥
２
０
０
円
（
２
回
分
）

持
書
道
用
具
・
書
初
め
用
紙
・
新

聞
紙
〆
１１
月
３０
日
㈬

 ◆
し
め
縄
作
り
教
室

　
青
刈
り
し
た
魚
沼
産
わ
ら
を

使
っ
て
、
縁
起
物
の
し
め
縄
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

①
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
会
場

日
１２
月
７
日
㈬

・
１３
時
３０
分
～
１６
時

②
小
出
北
部
公
民
館
会
場

日
１２
月
１１
日
㈰

・
１３
時
３０
分
～
１６
時

内
お
正
月
用
の
棒
し
め
縄
（
飾
り

つ
き
）
を
手
で
結
い
ま
し
ょ
う
。

講・梅
田
幸
三
さ
ん
（
大
浦
新
田
）

・
梅
田
佳
英
さ
ん
（
大
浦
新
田
）

・
吉
田
延
吉
さ
ん
（
堀
之
内
）

対
ど
な
た
で
も

定
①
１５
人
程
度

②
３０
人
程
度

￥
５
０
０
円

持
わ
ら
ば
さ
み
（
お
持
ち
の
人
）

〆
①
１１
月
３０
日
㈬

②
１２
月
４
日
㈰

申
①
伊
米
ヶ
崎
公
民
館
（
受
付
時

間
９
時
～
１６
時
）

☎
７
９
２・０
０
８
２

②
小
出
北
部
公
民
館
（
受
付
時
間

９
時
～
１６
時
（
平
日
の
み
））

☎
７
９
２・５
３
３
６

 ◆
伊
米
ヶ
崎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
文
化
祭

日
１１
月
２４
日
㈭
～
３０
日
㈬

９
時
～
１６
時

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

内
伊
米
ヶ
崎
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
作
成
し
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

 ◆
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
ク
リ

ス
マ
ス
会

日
１２
月
１０
日
㈯

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
ほ
か

対
市
内
在
住
の
障
が
い
者
お
よ
び

そ
の
介
助
者

￥
５
０
０
円

〆
１１
月
２８
日
㈪

他
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
配
分
金

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

申
問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
９
７・４
８
８
２

 ◆
動
物
介
在
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示

期
１１
月
１６
日
㈬
～
１２
月
６
日
㈫

９
時

３０
分
～

１９
時
（
日
・
祝
日
は

９
時
～

１７
時
）
※
月
曜
休
館
日

場
小
出
郷
図
書
館

内
「
魚
沼
ワ
ン
！
だ
ふ
る
」
に
よ

る
動
物
介
在
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示

問
新
潟
県
動
物
愛
護
協
会

☎
０
２
５
８・９
４・４
４
５
５

申
問
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

☎
７
９
２・０
０
８
２

（
９
時
～

１６
時
）

 ◆
作
っ
て
楽
し
い
米
粉
ク
ッ

キ
ン
グ
簡
単
・
美
味
し
い
・

米
粉
料
理

日
１２
月
１
日
㈭
１０
時
～
１３
時
３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館

内
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に
喜
ば

れ
る
、「
米
粉
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

と
「
洋
風
の
彩
り
ち
ら
し
」
を
作

り
ま
す
。

講
高
橋
美
穂
さ
ん

対
ど
な
た
で
も

定
先
着
１５
人

※
１１
月
１４
日
㈪
９
時
か
ら
電
話
受

付
け
を
開
始
し
ま
す

￥
１
、０
０
０
円
（
材
料
費
受
講

料
込
）

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

〆
１１
月
２５
日
㈮

申
小
出
北
部
公
民
館
（
平
日
９
時

～
１６
時
）　
　

☎
７
９
２・５
３
３
６

１１⁄２７日

場魚沼市地域振興センター（魚沼市吉田）
講佐藤和也さん（新潟医療福祉大学教授、新潟明訓野球部前監督）
演「指導者の表現力を高めよう」
￥無料
他申し込み不要。※当日会場にお越しください。
問生涯学習課　☎７９４・６０７３

講師：佐藤和也さん
・新潟医療福祉大学教授
・新潟明訓高等学校野球部前監督

開演 13:30 ～
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　◆ スポーツ講演会
　　 「指導者の表現力を高めよう」

（指導者養成講座）

場
め
ぐ
み
幼
稚
園
（
井
口
新
田

３
６
０
番
地
）

対
ど
な
た
で
も
　

他
買
い
物
を
す
る
人
は
、
袋
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
７
９
２･

６
７
６
８

 ◆
第
４
回
魚
沼
か
ら
行
く
尾
瀬

１
０
０
０
人
の
児
童
絵
画
展

　
市
内
小
学
校
の
５
年
生
が
参
加

し
た
魚
沼
尾
瀬
学
校
や
文
京
区
魚

沼
移
動
教
室
等
参
加
児
童
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

期
１１
月
１７
日
㈭
～
２４
日
㈭

◦
平
日
︙
１２
時
～
１９
時

◦
土
日
・
祝
︙
１１
時
～
１７
時

※
１９
日
㈯
１４
時
３０
分
か
ら
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
表
彰
式

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

￥
入
場
無
料

問
観
光
振
興
室
（
尾
瀬
ル
ー
ト

活
性
化
委
員
会
絵
画
展
事
務
局
）　
　

☎
７
９
２・９
７
５
４

Ｈhttp://w
w

w.uonum
akarao

ze.com
/kaiga/
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 11 月16 日～３１日 行事カレンダー

16 水
年金相談日（10:00/ 守門庁舎）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006
女性のための人権相談（10:00/ 小出ボランティアセンター）
ブックスタート (13:00/ 子育て支援センターぱぴぷ）

17 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）
大人の書き方基礎講座（19:15/ 小出郷図書館）

18 金 魚沼映画の専門店「なつかしの日本映画」
（① 19:00/ 小出郷図書館）※上映作品は 17 項に掲載

19 土
魚沼映画の専門店「なつかしの日本映画」

（①12:00②14:00③16:20④19:00/小出郷図書館）
だっこでおはなし（10:30/ 広神図書館）

20 日
魚沼映画の専門店「なつかしの日本映画」

（① 12:00 ② 14:00 ③ 16:20/ 小出郷図書館）
日曜なんでも相談会・要予約（8:30/ 市民相談センター）
リサイクルハウス（13:00 ～ / エコプラント隣）

21 月

22 火

23 水 第 42 回音楽の夕べ（13:00/ 小出郷図書館）

24 木 年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセンター）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

25 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）

26 土 ブックスタート (10:00/ 広神図書館）

27 日
魚沼市長選挙告示日
借金返済無料相談・要予約（10:00 ～ / 小出ボラン
ティアセンター）
鬼島太鼓魚沼公演（13:30/ 小出郷図書館）

28 月 献血① (9:30 ～ 11:30/ 堀之内公民館）
献血② (13:45 ～ 15:30/ 湯之谷庁舎）

29 火

30 水

乳幼児健診
種 類 対象生年月日 期 日 受 付 会 場

乳児（４か月児） 平成 28 年８月 15 日㈭

13:00
～

13:15

魚沼市子育て支援
センターぱぴぷ

1 歳６か月児 H27.4.29 ～ 5.31 ７日㈬
湯之谷

保健
センター

２歳児 平成 26 年 12 月 14 日㈬

３歳児 平成 25 年 12 月 21 日㈬

持・母子健康手帳、問診票、オムツ等の着替え
他・日程変更をご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。

子育て支援センターぱぴぷ　☎ 792・6356
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

土曜開放 毎週土曜 9:00 ～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席）

12 日㈪ 10:00 ～　
11:30

離乳食や食事の相
談ができます。19 日㈪

・12 月 15 日㈭午後（4 か月健診のため）、12 月 28 日㈬午後～ 1 月
3 日㈫（年末年始）はお休みとなります。

堀之内なかよし保育園　　☎ 794・6161　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊び、
ふれあい体操など

・12 月 29 日㈭～ 1 月 3 日㈫（年末年始）はお休みとなります。

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  
会　場 日　時 内　容

入広瀬保健センター ９日㈮ 10:00～11:00 楽器で遊ぼう

親子ふれあい広場12月 問健康増進室
☎ 792・9763

12月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事 業 名 対 象（対象外でも可） 期 日 受 付 会 場

離乳食講習会
ステップ１

H28 年 9 月生の
乳児の養育者

６日
㈫ 9:30

～
9:45

魚
沼
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

H28 年 5 月生の
乳児の養育者

13 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H28 年 2 月生の
乳児の養育者

19 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、仕上げ

みがきなど）
平成 27 年 12 月生 20 日

㈫
9:15
～

9:30

持・母子健康手帳　・オムツ等の着替え
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。

問子ども課
☎ 794・6027

すもんこども園　　　☎ 797・2002　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 12:00 自由遊び、
ふれあい体操など

・12 月 29 日㈭～ 1 月 3 日㈫（年末年始）はお休みとなります。

 ◆
林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林

退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
林
退
共
制
度

に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
な
い
人
や
ご
自

身
が
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
か

分
か
ら
な
い
人
を
探
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契

約
者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳

の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
る
限

 ◆
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学

院
学
校
説
明
会
（
最
終
回
）

　
地
元
の
医
療
系
専
門
学
校
（
臨

床
検
査
技
師
、
管
理
栄
養
士
、
看

護
師・保
健
師
、臨
床
工
学
技
師
）「
や

り
が
い
」が
あ
り「
就
職
に
も
強
い
」

医
療
職
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
最
後
の
説
明
会
で
す
。

日
１１
月
１２
日
㈯
１３
時
～
１５
時
３０
分

場
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

（
浦
佐
駅
か
ら
の
送
迎
バ
ス
あ
り
）

内
学
校
説
明
、
入
試
説
明
、
学
科
別

説
明
、
校
内
見
学
、
個
別
相
談
等

他
平
成
２９
年
度
入
学
生
の
特
別
自

己
推
薦
入
試
を
１１
月
２１
日
㈪
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
入
学
セ

ン
タ
ー
ま
で
。
く
わ
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０・４
５
１・１
８
５

問
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

☎
０
２
５・７
７
９・４
５
１
１

 ◆
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

受
講
生
募
集
（
１
月
生
）

◎
募
集
科
名

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｎ
Ｃ
科
１８
人
、
生
産

Ｉ
Ｔ
科
１５
人
、金
属
加
工
科
１５
人
、

電
気
設
備
技
術
科
１５
人
、
ビ
ル
設

備
科
１８
人
、
住
宅
建
築
デ
ザ
イ
ン

科
１５
人

◎
訓
練
期
間

期
１
月
６
日
㈮
～
６
月
２８
日
㈬

・
９
時
３０
分
～
１５
時
４０
分

場
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
（
長

岡
市
住
吉
３
丁
目
１
番
１
号
）

対
技
能
・
知
識
を
身
に
つ
け
て
再

就
職
を
目
指
す
人

￥
無
料
※
教
科
書
代
等
は
有
料

〆
１２
月
６
日
㈫

他
選
考
日
︙
１２
月
１２
日
㈪

申
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

☎
０
２
５
８・３
３・２
７
３
３

り
の
範
囲
で
対
応
い
た
し
ま
す
。
　

　
最
寄
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
（
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
丁
目

２４
番
地
１
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル
）

☎
０
３・６
７
３
１・２
８
８
７

℻
０
３・６
７
３
１・２
８
９
０

Ｈhttp://w
w

w.rintaikyo.taisy
okukin.go.jp/

　

 ◆
く
ら
し
の
相
談

◎
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

期
１１
月
１４
日
㈪
～
２０
日
㈰
８
時
３０

分
～
１９
時

※
１９
日
㈯
・
２０
日
㈰
は
１０
時
～
１７
時

内
差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫

婦
間
の
問
題
な
ど
広
く
女
性
の
人

権
に
関
す
る
こ
と

相
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

問
新
潟
地
方
法
務
局
南
魚
沼
支
局
　

☎
０
２
５・７
７
２・２
１
６
４

 ◆
新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
南

魚
沼
）
の
相
談
窓
口
を
移
転

　
未
就
業
の
看
護
職
員
の
再
就
職

等
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
窓
口

を
移
転
し
ま
し
た
。

日
毎
週
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

場
南
魚
沼
市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

内
再
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

関
す
る
相
談

対
再
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

考
え
て
い
る
看
護
職
員
￥
無
料

申
新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
０・２
１
７
５・６
０
１
２

※
開
設
日
以
外
は
左
記
ま
で

☎
０
２
５・２
３
３・６
０
１
１

 ◆
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
・
去
勢
手
術
の
補
助
事

業
制
度
に
つ
い
て

　
新
潟
県
で
は
、
猫
の
殺
処
分
削

減
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飼

い
主
の
い
な
い
猫
は
繁
殖
を
繰
り

返
す
た
め
、
殺
処
分
数
が
減
少
し

な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
お

り
、
ふ
ん
尿
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新
潟
県
で
は

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去

勢
手
術
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

期
１
月
３１
日
㈫
ま
で

※
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
補
助
額

が
上
限
に
達
し
た
場
合
は
終
了

対
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
保
護

し
、
県
が
指
定
す
る
動
物
病
院
で

不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
た

個
人
又
は
団
体

◎
補
助
金
額

◦
オ
ス
︙
５
、０
０
０
円

◦
メ
ス
︙
１
０
、０
０
０
円

他
補
助
を
受
け
る
場
合
は
事
前
申

請
が
必
要
で
す

申
問
魚
沼
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
７
９
２・８
６
１
９

 ◆
標
準
営
業
約
款
制
度「
Ｓ
マ
ー

ク
」
を
ご
存
知
で
す
か
！

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）

を
擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制
度

で
、
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款

に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録

し
た
「
理
容
店
」「
美
容
店
」「
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
」「
め
ん
類
飲
食

店
」「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、
店

頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
登
録
店
は
、
安
心
・
安
全
・

衛
生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お

店
で
す
。

問
（
公
財
）
新
潟
県
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５・３
７
８・２
５
４
０Ｓマーク

学校説明会
今年最後の開催です！
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きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

市
長
室
だ
よ
り魚

沼
市
長　

大
平　

悦
子

　
現
在
３
年
目
を
迎
え
、
来
春
第

一
期
生
が
卒
業
し
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
県
内
の
高
校
で
は
少
子
化

に
よ
る
学
校
の
統
廃
合
計
画
が
進

ん
で
お
り
、
統
廃
合
の
目
安
と
な

る
の
が
３
学
級
以
下
の
所
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
小
出
高
校
は
地
元

の
高
校
と
し
て
、
長
く
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
３
学

級
と
い
う
話
も
出
て
き
て
い
る
た

め
、
小
出
高
校
医
療
コ
ー
ス
の
方

向
性
が
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
を
挙

げ
、
現
状
の
学
級
数
の
継
続
を
要

望
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　
県
立
小
出
高
等
学
校
は
６８
年
の

歴
史
を
刻
み
、
多
く
の
分
野
に
優

秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
小
出
高
校
に
つ
い
て
、

魚
沼
市
は
皆
川
雄
二
県
議
と
共
に

１０
月
２５
日
小
出
高
校
の
４
学
級
継

続
を
求
め
る
要
望
書
を
魚
沼
市

長
、
魚
沼
市
議
会
議
長
名
で
新
し

く
就
任
さ
れ
た
米
山
新
潟
県
知
事

と
池
田
県
教
育
長
に
提
出
し
て
き

ま
し
た
。

　
魚
沼
管
内
で
は
地
域
医
療
の
高

度
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
基
幹

病
院
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
再

編
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

看
護
師
を
始
め
と
し
た
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
２６
年
か
ら
小
出
高
校
に

医
療
専
攻
コ
ー
ス
を
新
設
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

星  巧
こうだい

大 さん

　「
え
、こ
ん
な
崖
を
自
転
車
で・・・」

初
め
て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
（
以
後

「
Ｍ
Ｔ
Ｂ
」）
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
レ
ー
ス

を
見
た
人
は
、
き
っ
と
こ
う
思
う
は

ず
。
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
と
は
、ジ
ャ

ン
プ
や
木
や
岩
な
ど
の
障
害
物
の
あ

る
山
道
の
コ
ー
ス
を
専
用
の
自
転
車

で
下
り
、
タ
イ
ム
を
競
う
単
純
明

快
か
つ
ハ
ー
ド
な
競
技
。
コ
ー
ス
の

最
高
斜
度
は
３０
度
以
上
に
も
な
り
、

自
転
車
の
最
高
時
速
は
６０
㎞
以
上

に
達
し
ま
す
。

　
背
筋
が
寒
く
な
る
よ
う
な
こ
の

競
技
を
「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し
い
」

と
さ
ら
り
と
言
っ
て
の
け
る
、
２０
歳

の
青
年
が
星
巧
大
さ
ん
で
す
。

　
き
っ
か
け
は
小
学
校
３
年
の
時
に

父
が
買
っ
て
く
れ
た
一
台
の
Ｍ
Ｔ
Ｂ

か
ら
。
父
と
一
緒
に
乗
り
に
行
く
度

に
、
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
の
め
り
込
ん

で
い
き
ま
し
た
。小
学
校
で
は
野
球
、

中
学
校
で
は
陸
上
を
し
ま
し
た
が
、

Ｍ
Ｔ
Ｂ
の
楽
し
さ
に
勝
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
理
系
の

学
校
に
通
う
巧
大
さ
ん
は
、
平
日

は
学
業
と
レ
ー
ス
費
用
を
捻
出
す
る

た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
い
、
週
末

に
集
中
し
て
練
習
し
、
全
国
の
レ
ー

ス
を
転
戦
す
る
Ｍ
Ｔ
Ｂ
中
心
の
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
着
実
に
実
力
を
つ
け
て
き
た
巧

大
さ
ん
は
、
今
年
、
日
本
Ｍ
Ｔ
Ｂ

の
最
高
峰
の
大
会
「
ジ
ャ
パ
ン
シ
ー

リ
ー
ズ
」
で
自
己
最
高
の
１２
位
に
入

り
ま
し
た
。「
こ
の
競
技
を
通
じ
て
、

全
国
に
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
た

こ
と
が
財
産
で
す
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
る
巧
大
さ
ん
。
わ
ず
か
数
秒

を
争
う
厳
し
い
レ
ー
ス
の
相
手
も
、

レ
ー
ス
が
終
わ
れ
ば
Ｍ
Ｔ
Ｂ
を
こ
よ

な
く
愛
す
仲
間
た
ち
。
学
校
生
活

だ
け
で
は
、
知
り
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
広

げ
て
き
ま
し
た
。

　「
目
標
は
日
本
の
ト
ッ
プ
１０
に
食

い
込
む
こ
と
で
す
。
海
外
の
Ｍ
Ｔ

Ｂ
コ
ー
ス
を
世
界
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
と

走
っ
て
み
た
い
」
爽
や
か
な
理
系
男

子
、
巧
大
さ
ん
は
更
な
る
高
み
を
目

指
し
ま
す
。
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「八海山麓ＭＴＢパーク」で開催された

ダウンヒルレースでコーナーを攻める

巧大さん。結果は見事２年連続の優勝！

 市報うおぬま21 次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１１月２５日（金）です。

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　
鳴
倉
山
（
５
９
８
ｍ
）
の
山
頂

か
ら
飛
び
立
っ
た
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
は
山
沿
い
に
吹
く
上
昇
気
流

に
乗
り
、
更
に
高
く
舞
い
上
が
り

ま
す
。
そ
こ
に
は
同
じ
気
流
に
乗

り
や
っ
て
き
た
「
と
ん
び
」
の
姿

が
。
天
高
い
空
の
下
、
繰
り
広
げ

ら
れ
る
秋
の
共
演
を
カ
メ
ラ
に
収

め
よ
う
と
、
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
ま
し
た
。

ＱＡ

①
9.0
ポ
イ
ン
ト

②
0.9
ポ
イ
ン
ト

③
8.0
ポ
イ
ン
ト

　
魚
沼
市
の
平
成
２７
年
度
決
算
に
お
い
て
、

自
治
体
の
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す
「
実

質
公
債
費
比
率
」
は
何
ポ
イ
ン
ト
減
っ
た
？

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

や
「
本
号
よ
り
使
用
し
て
い
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
文
字
」
の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所・氏
名・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
１１
月
２５
日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　
前
回
の
正
解
は
、「
②
１
１
７
億
３
、０
０
０
万
円
」

で
し
た
。
当
選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
岩
フ
ク
イ　
さ
ん

斉
藤
小
百
合　
さ
ん

富
永
真
佐
子　
さ
ん

平
澤　
タ
カ　
さ
ん

渡
辺　
穂
香　
さ
ん

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

大羽賀ミヨシ　泉沢　　　　　９２歳
山之内キヨ　並柳　　　　１０２歳
星野　ヤイ　中島　　　　　９６歳
椿　　信夫　大倉沢　　　　７５歳
目黒　政勝　小須原　　　　８４歳

平澤　祐治　堀之内稲荷町　７０歳
小島　ナカ　山ノ手町二　　９８歳
角屋由紀子　吉水　　　　　６５歳
今井　トミ　吉水　　　　　９１歳
星野　快順　寺村　　　　　８５歳
星野　　有　本村　　　　　５２歳
横山　ハナ　新道島　　　　８７歳
丸山　キミ　魚野地　　　　９０歳
瀧澤　榮一　長屋　　　　　８３歳
古田島テル　原二　　　　　９０歳
滝澤　ミヤ　原二　　　　１００歳
瀧澤　貞雄　小出稲荷町一　６８歳
井口　榮作　諏訪町　　　　９２歳
櫻井　規枝　浦町三　　　　５４歳
松﨑　明彦　浦町五　　　　７６歳
田邉　正美　古新田　　　　５５歳
波方　梅野　伊勢島　　　　８９歳
塩川キノイ　板木　　　　　９３歳
櫻井　祐記　七日市新田　　９７歳
佐藤　孝一　金ケ沢　　　　９１歳
山本　ナミ　田中　　　　　８４歳
髙橋　信雄　小平尾　　　　８１歳

穴沢　來
こ あ

愛　隆広・絵里子　諏訪町
髙橋　羅

ら こ
心　武士・留奈　　羽根川

下村　音
お と

澄　信・沙也香　　　中原
佐藤　彩

さ ら
空　健太・梨乃　　上ノ原

中村　優
ゆ う か

花　武義・沙綾香　上ノ原
川口　輝

てるあき
顕　顕・泉恵　　　　井口

佐藤　大
だいもん

門　慎二・由香里　七日市
松井とうな　隼平・優利　　七日市
武田　時

ときむね
宗　英人・奈穂　　　吉田

佐藤　朱
あ か り

莉　栄一郎・夏代　　親柄
鈴木　真

ま り
理　英徳・まどか　　並柳

勝又　太
た い き

基　辰也・佳子　　　並柳
鈴木あさひ　芳明・さくら　　新保
鈴木比

ひ ろ と
呂斗　芳明・さくら　　新保

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｈ２８．１０．１）
人口 うち外国人 増減

男 18,389     37     -18
女 19,247  123   -17
計 37,636  160   -35

世帯数 13,321     -10

（９月２１日～１０月２０日届出分）ひとのうごき

　
早
い
も
の
で
気
づ
け
ば
１１
月
。

　
今
年
の
流
行
語
大
賞
の
発
表
は

１２
月
１
日
㈭
だ
そ
う
で
す
。
今
年
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
流
行
語
に
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
そ
う
な
言
葉
が
た
く
さ

ん
想
い
浮
か
び
ま
す･･･

「
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
解
散
」、「
ポ
ケ
ン
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」、「
Ｋ

Ｓ
Ｋ
」、「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」、「
Ｐ

Ｐ
Ａ
Ｐ
」、「
イ
ナ
ル
ス
」
な
ど
。

　
今
年
の
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ

る
言
葉
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
発

表
の
日
が
楽
し
み
で
す
。（
Ｔ
）

地
域
の
学
び
舎
の

　
　

４
学
級
継
続
を
求
め
る
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こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
交
通
の
不

便
な
地
域
の
解
消
等
の
た
め
、
地
域
で

利
用
し
や
す
い
路
線
や
時
刻
を
設
定
で

き
る
乗
り
合
い
バ
ス
で
す
。
入
広
瀬
地

域
で
１０
月
３
日
か
ら
１１
月
３０
日
ま
で
の

２
か
月
間
、
実
証
実
験
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
山
間
部
で
の
交
通

の
利
便
を
向
上
さ
せ
、
高
齢
者
等
の
安

心
安
全
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の

実
験
。
結
果
を
も
と
に
、
来
年
度
以
降

の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

入
広
瀬
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
実
証
実
験
ス
タ
ー
ト１０月３日穴沢バス停での出発式

バ
ス
は
月
・
水
・
金
曜

日
に
運
行
さ
れ
、
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

※
車
両
は
１０
人
乗
り

児童絵画

たたきごぼうのビネガー炒め（副菜）

①ごぼうは皮を削ぎ、めん棒などで叩いて割る。
②①を３㎝程の長さに切り、ボウルに水を張って浸し
てからザルに上げて水気を切る。
③にんにくはめん棒などで粗く砕く。
④鍋ににんにくとオリーブオイルを入れて火にかけ、
　②を加えて表面が透き通るまで炒める。
⑤Ａの調味料を加えて弱火にし、ふたをして時々混ぜ
ながら５分程蒸し煮にする。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会
エネルギー　115kcal　　　　たんぱく質　2.3 ｇ
炭水化物　20.5 ｇ　  脂質　2.6 ｇ　塩分　0.4 ｇ

< 調理法で減塩 >炒めることで食材の表面に油の膜ができ、そこへ
調味料が付くため塩味を感じやすくなります。そのため、塩の量が
少なくてもおいしく食べられます。カレー粉やにんにくの香辛料を
上手に利用すると、更に塩分を減らすことができます。

材料（４人分）
ごぼう　　　　　２本
にんにく　　　1/4 片
オリーブオイル
　　　　　　小さじ２

A

カレー粉　　　　少々
塩　　　　小さじ 1/3
酢　　　　　　大さじ
酒　　大さじ１と 1/2
はちみつ　　小さじ２

今月は広神西小学校の児童の作品です
№

140

「みんなで泳いだプール」
４年  遠　藤　煌

きら

　ら　さん
「土の中に動

どうぶつ

物がいっぱい」
１年  吉　田　真　菜  さん

No.7

食まちうおぬま
レ・シ・ピ

ミニミニクッキングをリニューアル

問
北
部
振
興
事
務
所　

　
☎
７
９
７・２
３
６
０


